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柚月くんのがそんなに大きいなんて聞いてない！ 第３話






踊る毒林檎・著
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※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「おま、由ゆ比い子こじゃん！」

　その男と目線が合った瞬間、私は自分の頬が強張って行くのを感じた。

「久しぶり！　お前、今なにやってんの？」

「久しぶり。何って……普通に、新しい職場で働いてるけど」

「相変わらず美人だなぁ、別れてつくづくそう思うよ」

「隼はや人と……」

　──それはある晴れた日の休日。

　弱々しくも、柔らかな冬の陽ざしが降り注ぐ正午。

　場所は都内近郊にある、某巨大テーマパーク。大観衆の中、私は、偶然再会した元カレ──小こ林ばやし隼人に、腰を抱き寄せられていた。

「隼人って、まさか……」

　私達の背後に立っている柚ゆ月づき君が、ゴクリと息を飲み込む音が耳に届く。

「なんだよ、そのガキ」

　柚月君の存在に気付いたらしい隼人は、薄ら笑いを浮かべながら彼に目線を向ける。

「……私が今付き合っている彼氏よ」

　感情を押し殺しながら答えると、隼人はプッと噴き出した。

　そのまま腹を抱えて爆笑する男を、突き飛ばすようにして離れる。

「なに？　俺に振られて自棄やけになって、そんなダセー男と付き合ってるの？」

「うるさいわね、あんたには関係ないでしょ。行くわよ、柚月君」

　戸惑う柚月君の腕を取り、隼人に背を向けた瞬間──、

「その坊や、お前が一番嫌いなタイプじゃん。もしかして男のタイプでも変わった？」

「え……？」

（まずい……）

　隼人の捨て台詞に、ピタリと柚月君の足が止まる。

　そのまま強引にこの場を離れようとするが、彼の足は動かない。

「違うか。どうせ、次が見つかるまでの繋ぎだろ？　そんな女慣れしてないような子供を捕まえて繋ぎにするとか、お前も酷な事するなぁ」

　キッと背後を振り返り、隼人をねめつける。

　横で私達を見守る柚月君の目が揺れていた。

「そんな坊やほっといて、また俺とやり直そうぜ」

　私は歯を喰いしばる。

　面倒だが、柚月君の為にもここで決着をつけるしかなさそうだ。

（ああ、面倒くさい事になったわ）

　私は長い髪をかきあげ、溜息を吐く。

そもそも、なんでこんな事になったのかと言うと──、
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　話は、昨日の夜にさかのぼる。

「ねえ、柚月君。明日大学ないでしょ？　　デートしない？」

「デートですか？」

　私はリビングテーブルで大学のレポートを書いている柚月君の前に、ドリップしたコーヒーを入れたカップを置く。

　私は一つ頷くと、柚月君の正面の椅子に座った。

　柚月君が七なな草くさ御ご形ぎょうの婚外子だという事を聞いてから、数日が経過した。

　私の説得の甲斐あって、あれから柚月君はしっかり大学に通うようになった。

　しかし、ふとした瞬間、憂い気な表情をしている時間が増えた。

　彼が父親の事や進路の事、私との将来の事を考えているのは手に取るように分かった。柚月君は真面目な子だ。

　年上の彼女として、何か出来る事はないだろうか？　そんな事を考えた私は、日曜日、彼をデートに誘う事にした。

　こういう時は、家に籠こもっても鬱々するだけだ。外に出るに限る。気晴らしに外でパーッ！　と遊べば、きっと晴れる憂いもあるはずだ。

「ここ。どう？」

　実は先月から、都内近郊にある某テーマパークで、クリスマスイベントが開催されている。

　丁度開いていた某ＳＮＳアプリの液晶画面を、柚月君に見せてみる。画面には、クリスマスイベントを楽しんでいるフォロワーのミミちゃんの姿が写っていた。

　目には３Ｄ眼鏡を、腰に玩具おもちゃのショットガンをかけて、チュロスを食べて微笑むミミちゃん（本名・耳みみ塚づか道みち子こ）とその彼氏は、柚月君と同じ大学の学生だ。

顔見知りの子達だからだろう。柚月君は珍しく興味深そうな目をして、私の画面を覗き込んだ。

「デストロイヤー・ランドですか」

「そう、デスラン。私達、付き合ってからデートらしいデートをしてないし、たまにはこういうのも良いんじゃないかなって」

　デストロイヤー・ランドとは、名前の通りデストロイヤーな感じのランドだ。ゾンビや幽霊から、敵兵、戦艦まで撃ち倒す事が出来る最新４Ｄ体感アトラクションが充実したテーマパークである。

「なんて物騒な……」と言うなかれ。デストロイヤー・ランドは、絶叫マシンからパンチングマシン、バッティングセンター、防音設備完備の皿割り絶叫部屋などもあり、ストレスが多い現代人の為の、ストレス発散型テーマパークなのだ。アフター６パスポートもあるので、会社帰りのサラリーマンやＯＬにも大人気だ。

　ちなみにデストロイヤーなアトラクションばかりではなく、カップル向け甘めのアトラクションや、スパなどの癒しの施設、小動物との触れ合いコーナーもある。

「ゆいこさんが行きたいなら……」

　とても良い提案だと思ったのだが、柚月君の表情を見るに、あまり乗り気ではないようだ。

　しかし、基本的に彼は私の言う事に従順だ。私が行きたいと言えば、柚月君が断る事はない。

「もう遊園地のホテルは取れないだろうけど、……でも、柚月君と付き合って初めてのクリスマスだし、私も行ってみたいなって」

「ゆいこさん……」

　「遊園地なんて子供っぽいって笑わないでね」とはにかみながら言うと、柚月君は眉を寄せ、しばし沈黙した。

「ホテルなら……多分、取れると思います」

「ウソ！　本当に!?」

　デスランのオフィシャルホテルは、とても人気があり、予約を取るのが難しい。

　特にクリスマスシーズンとなると、激戦区だ。

　デスランでは毎年クリスマスシーズンになると、一番多くの敵兵を撃ち倒したカップルに、ベストカップル賞として百万円をプレゼントするイベントが開催されている。

　その後は、お一人様向けのお楽しみイベントがある。そのベストカップルを撃ち倒せば、その百万円はお一人様の物となるのだ。ただし、お一人様の集団から逃げ切る事ができれば、カップルの賞金は五百万円まで吊り上がる。

　その事を思い出し、「これは、チャンスなのでは？」と思った。

　このイベントはクリスマスイブのカウントダウンとして、十二月十四日から毎日開催される。

　──明日は十二月二十三日。

　確率としては宝くじを買うのと同等だ。

　──でも、もしかしたら？　私達がベストカプル賞を獲るチャンスがあるかもしれない。

　私は運動神経も抜群だ。だてに、長らく『一番』大好き人間をやっていない。中、高はテニス部部長をやっており、部員たちを全国大会に連れて行った経歴もある。柚月君も高校まで陸上をやっていた。

　そこらのカップルより運動神経は良い方だし、頭だって悪くない。事前に綿密な戦略を立てれば、宝くじを買うより勝率は高いだろう。

　私達がベストカップル賞をとれば、柚月君が七なな草くさ御ご形ぎょうに借りた四百万円を返済する事ができる。

　私達の現在の経済状況から言って、今年のクリスマスは、高級ホテルでお洒落なフレンチを食べて素敵な夜を〜的な例年通りのイブを送るのは厳しい物がある。

　しかし折角のクリスマスなのだから、それっぽい雰囲気を味わいに遊びに行ってもバチは当たらないだろう。遊園地で遊ぶ程度の経済的余裕ならばある。

 遊びに行くついでに、柚月君とベストカップル賞を狙ってみるのも良いのではないか？　と思ったのだ。

　ただ、賞金の事もあってクリスマスシーズンは激混みだ。日本全国、そして海外からも観光客が訪れる。通常ならば、今シーズンは、粘り強くキャンセル待ちをしなければならないのだが……。

「じゃあ、一泊してイブもデスランで過ごせるの？」

「ええ。クリスマスにどこにも行かないのも寂しいですしね。折角ですし、二十五日まで連泊しましょうか？」

「今からデスランのホテルが取れるなんて、信じられない」

　歯切れの悪い様子で頷く柚月君曰く、そのホテルにはツテがあるとの事。

　もしかしたら、同じ大学のカップルがクリスマス直前になって別れて困ってるとか、そういう事情かもしれない。

　大学生の男女なんて、半年続く方が珍しい。

　あのホテルでイブを過ごすには、クリスマスの半年前から予約しなければならないのだ。〇周年イベント等、限定イベントがあれば、予約がスタートした時点で瞬殺だ。

　ホテルを予約したものの、半年続かなかったカップルなんて、ゴロゴロしている。高額なキャンセル料金を払うよりも、友達に格安で譲った方が良いという友人でもいるのかもしれない。







　──そして、翌日。

　澄み切った青空が、朝の冷気とともにキラキラ輝いている。

「晴れて良かった！　ねえ、柚月君！」

　電車を降り、改札口を潜ると、白い吐息は自然と弾み出す。

　デストロイヤー・ランドへと続く一本道は、私達を歓迎するように音楽が流れている。

「柚月君、はやくはやくっ！」

　柚月君の手を取って走り出すと、彼は苦笑した。

「そんなに走らなくても、デスランは逃げませんよ」

「何言ってんの、さっさとインパしてファストパスとらなきゃ！　戦いはもう始まってるのよ！」

　今日の私は、海に隣接し朝晩冷えるテーマパークの防寒対策に、ファーをあしらった上品なホワイトのコートに、スカートにタイツを合わせたコーディネートをしている。

　本革の手袋とブーツは、ハイブランドの物だ。本当はヒールの高いお洒落なブーツを履きたかったが、今回はベストカップル賞を狙っている。今日は低ヒールで我慢した。

　肝心の柚月君はというと、彼の私服のセンスは相変わらずであった。

しかし、今日は私が彼の持っている服の中で良さげな物をコーデしたので、そこそこ見れる格好をしていると思う。

　私に手を引かれる柚月君は、アーガイルのベストに黒のパンツ、ヘリンボーンのｐコートを羽織っている。とてもお洒落！　とか、今風という訳ではないが、ちょっと良い所の男の子みたいな感じだ。

　元は悪くないんだから、もうちょっと見た目に気を使えばいいのに……とは思うが、それで柚月君が変にモテ出してしまったら、それはそれで困る。

　そういった理由から、私は彼の事を大改造する気はなかった。隼人みたいになったら、最悪だ。

「柚月君、もうそろそろ入口よ。楽しみね。私、本当にデスラン久しぶりなの」

　嬉々とした表情で柚月君を振り返ると、彼はズーンと暗い表情をしていた。

「僕も久しぶりです。最後にデスランに来たのは……子供の頃、両親とでした」

（あ……）

　まずい。これは、選択ミスしたかもしれない。

　入口前には既に長蛇の列が出来ている。バッグの中を確認する、不審者やテロ対策でお馴染みのあれだ。

「あの頃、父は時折家に来て、父親らしい事をしていた事もありました。しかし、その内、あいつは母さんの店を邪魔するように、わざと客の多い時間にやってきて……」

　列の待ち時間、私はどんよりとした顏で父親への恨み言を吐き続ける柚月君に付き合う事になった。

「僕の小学校の入学祝いに、父が僕と母をデスランに連れて来てくれた事があったんです。幼い僕は、それを父の好意だと信じて疑いませんでした。しかし、真実はそうじゃなかった。父は根からの仕事人間で、冷血漢で……」

「柚月君……」

　私の笑顔が引き攣つっていく。

（こりゃ重症だ）

　励ますどころか、これではむしろ逆効果だ。

　私は頬を掻く。

「……ええっと、帰ろうか？」

「いいえ、ゆいこさんが楽しみにしていたデスランなので」

「柚月君がそんなんじゃ、楽しくないわよ」

　私の言葉に、柚月君はハッとした表情になる。

「すみません、つい……」

とても申し訳なさそうな表情で頭を下げる柚月君に、私は出来るだけ彼を安心させるような笑顔で微笑んだ。

「じゃあさ、今日はここで、私と一緒に楽しい思い出を作りましょうよ」

「楽しい思い出？」

「そう。私と一緒に新しい思い出を作るの。それで嫌な思い出を塗り替えれば良いんだわ」

「ゆいこさん……」
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　鼻声で喉をつまらせる柚月君が、私の体をガバッと抱きしめたその時──

「最低！」

　女の金切り声に、私達は背後を振り返る。

　私達だけではなく、周りのお客さんたちもその男女を注視していた。

「何あれ」

「別れ話？」

「でも、男の方、超イケメンじゃん」

「女の子もかわいいね、モデルさんかな」

　どうやら別れ話のようだ。

　その男女は、とても人目を引いていた。美男美女の組み合わせというのもあるが、テーマパークの入口の真ん前で別れ話をしているのだ。目立たないワケがない。

「私、もう帰る！」

「待てって」

（あれって……）

　見知った二人の男女の顔に、私の顔が引き攣った。

「二十三にクリスマスデートなんて、おかしいと思ったのよ！　イブも二十五も、どうせ他の女と過ごすんでしょ！？」

「だから、仕事だって言ってるだろ」

「絶対ウソ！」

　小動物のようなつぶらな瞳が、今日は怒りに燃えている。

　大きな瞳を更に大きく見せるブラックのカラーコンタクト。ドーリーなつけ睫毛はＣカール。マツエクサロンで、毎月、百二十本施術して貰っていると本人から聞いた事がある。髪色は、おとなしめで無害そうなピンクグレージュ。ローレイヤーミディのゆるふわパーマは、オーセンティックバターでナチュラルな仕上がりに。

　ピンクベージュコートは派手過ぎず、地味過ぎず、しかしながらしっかり流行は押さえている。パステルカラーの甘めのピンクや、純白のコートをチョイスせず、ノーブランドのバッグを腕にかけてる辺り、相変わらずあざとくて少しイラっとしてしまった。

　これはあれだ。「私は自分の市場価値も年齢も弁えている、控えめな女です」アピールであり、「私は高価な物にも贅沢にも興味がありません、結婚したら良妻賢母になります」アピールだ。

　同性が見れば、彼女は全身にお金をかけまくっているのが一目で分かるので、色々とあざと過ぎるアピールなのだが──実はこれ、平均的な年収のサラリーマンや、小金持ちの男には、地味に効果がある。

　ちなみにこの系統のファッションやメイクは、ある一定以上の資産を持つイケイケの男には「一流の物を身に付けない女は貧乏くさい」と嫌がられ、忌避される傾向にある。よって、彼女達は獲物が資産家に変わると、がらりと装いを変えるのだ。あー小賢しい。

　ごほん。まあ、その。……ぶっちゃけると私が苦手なタイプの女なのであった。

　私は昔から、このタイプの女と狙った男が被って、一度も勝てた試しがない。私の方が美人でスタイルが良くても、だ。

　どちらにせよ、堂々と純白のコートを着て、ハイブランドのバッグに手袋にブーツを履くアラウンドサーティーリーチの私とは、対照的な女だった。

（小こ泉いずみさん……）

　──私は彼女知っている。

　私が先月まで勤めていた、不動産会社の事務の女の子だ。

　そして、元カレが二股をかけていた相手でもあった。……今思えば、私が股をかけられていた方なのかもしれないけれど。

「デート代も出せないってどういう事？　他の女に使うからお金がないんでしょ？」

「だから、今月は金欠だって……」

「……昨日、美み波なみさんが『私は隼人に、毎回ラブホ代を出してもらってる』って言ってたんですけど？　私のデート代は出せないのに、美波さんとのラブホ代は出せるって一体どういう事？」

「それは……」

　うっとつまる男の顔に、小泉さんは疑惑を確信したのだろう。鬼のような形相になり、わなわなと震え出す。

　私はというと、遠い目になっていた。

（こいつ美波ともデキてたのか……）

　美波とは、前の会社の営業の子だ。

（まさか同じ会社の中で、三股かけていたなんて）

　言われてみれば、確かに美波さんとも怪しい気配はあったが、呆れて開いた口が塞がらない。

　本当に、私はなんでこんな男と付き合っていたのだろうか。過去の男は皆、どこが良かったのか全く思い出せないが、その中でもこの男はダントツだった。

「あいつは、胸がＧカップあって、毎回パイズリしてくれるから……」

　小泉さんの顔に、男が「まずい……」と言った顏になる。次の瞬間、パン！　と頬を打った乾いた音が辺りに響いた。

「さようなら！　永遠に！」

　野次馬の人垣を振り切るように、肩で風を切り去って行く小泉さんのゆるふわパーマが揺れる様子を、私は脱力しながら見送る。

「いてて……」

　そして人垣の中央には、頬を押さえ呻く男が一人残された。

「男が二股かけてたんだ。最低」

「でも、イケメンじゃない？　あの人になら遊ばれたいかも」

「私、声かけちゃおうかな」

「やめときなよ、あんた彼氏いるでしょ」

　近くの女の子たちのヒソヒソ話に、げんなりしてしまう。

　確かにまあ、相変わらず顔は良い。センスも良い。

　今日の彼は、黒を基調としたコーデだった。パンツとジャケットはシックな黒だが、シャツにブランドのロゴが入った明るい青のシャツを持ってきたので、色のメリハリが生まれている。就業時と違い、胸元のボタンを外しているので少しホストっぽい。

（なんでこんな所で会っちゃうかな……）

　──男の名前は小林隼人。私が二股……いや、三股かけられていた男である。

「まあ、いいか。元々タイプじゃないし、胸も小さいし」

　ブツブツぼやく隼人の捨て台詞に、半眼になる。

　さっかくの休日に、嫌な奴らに会ってしまった。

「柚月君、行くわよ」

「え？」

　隼人に気付かれる前に、さっさと柚月君とこの場を離れよう。

　──しかし、

「おっ？」

（げっ！）

　最悪な事に、柚月君の手を掴んだ瞬間、隼人と目が合ってしまった。

「おま、由比子じゃん！」

「え？」

　きょとんと瞬きをする柚月君に気付いた素振りも見せず、隼人はこちらへやってきた。

（まずい）

　──見つかってしまった。

「久しぶり！　お前、今なにやってんの？」

「久しぶり。何って……新しい職場で働いてるけど」

「相変わらず美人だなぁ、別れてつくづくそう思うよ」

「隼人……」

気が付けば大観衆の中、私は偶然再会した元カレ──隼人に、腰を抱き寄せられていた。

「隼人って、まさか……」

　私達の背後に立っている柚月君が、ゴクリと息を飲み込む音が耳に届く。

「なんだ、そのガキ」

　柚月君の存在に気付いたらしい隼人は、薄ら笑いを浮かべながら彼に目線を向ける。

「……私が今付き合っている彼氏よ」

　感情を押し殺しながら答えると、隼人はプッと噴き出した。

　そのまま腹を抱えて爆笑する男を、突き飛ばすようにして離れる。

「何？　俺に振られて自棄になって、そんなダセー男と付き合ってるの？」

「うるさいわね、あんたには関係ないでしょ。行くわよ、柚月君」

　戸惑う柚月君の腕を取り、隼人に背を向けた瞬間──、

「その坊や、お前が一番嫌いなタイプじゃん。もしかして男のタイプでも変わった？」

「え……？」

（まずい……）

　隼人の捨て台詞に、ピタリと柚月君の足が止まる。

　そのまま強引にこの場を離れようとするが、彼の足は動かない。

「違うか。どうせ、次が見つかるまでの繋ぎだろ？　そんな女慣れしてないような子供を捕まえて繋ぎにするとか、お前も酷な事するなぁ」

　キッと背後を振り返り、隼人をねめつける。

　横で私達を見守る柚月君の目が揺れていた。

「そんな訳ないでしょ！」

「お前はそういう女だろ、俺はお前のそういう性格悪い所が気に入ってたんだ。そんな坊やほっといて、また俺とやり直さないか？」

　私は歯を喰いしばる。

　面倒だが、柚月君の為にもここで決着をつけるしかなさそうだ。

「私は彼が好きなの。あんたとなんて、もう二度と付き合いたくないわ」

　柚月君の腕を組みながらそう叫ぶと、心の底から意外そうに目を丸めた。

「お前、キモオタとかダサイ奴、大嫌いだったじゃん。本当にどうしたの？」

「あんたに懲りて、男の趣味が変わったのよ」

「マジで？　あの贅沢大好き、ハイブランド大好き、見栄っ張りの由比子が？」

「一途に私を愛してくれるし、堅実だし、あんたなんかよりずっと良いわ」

「ふーん？」

　見定めるような目で、隼人は柚月君をジロジロ見つめながら言う。

「君、高校生？　大学生？」

「大学生ですけど」

「どこ大？」

「立りっ京きょうの二回生です」

　若干ムッとした様子で答える柚月君に、隼人はギョッとする。

「マジ？　頭良いんだ」

　この男のコンプレックスは、田舎の駅えき弁べん大学卒な事だ。

　明らかにショックを受けている隼人に、私はフフンと笑う。

「柚月君はあんたなんかと違うんだから。推薦枠で立京に入ってるし、本当に頭が良いのよ」

「マジかよ……」

「ゆ、ゆいこさん」

　「もうやめましょう」と言うように、柚月君がちょいちょいと私のコートの袖を引く。

　しかし、私は止まらなかった。金は返さないわ浮気はするわ、今まで私に散々な思いをさせた男に、ギャフンと言わせてやる絶好のチャンスなのだ。

「それだけじゃないのよ？　優しいし、料理も上手だし、洗濯をした後、私のシャツにアイロンかけまでしてくれるんだから！」

「はあ？　大学生なんて金持ってないだろーが。この坊やは、お勉強が出来る事以外何の取柄があんの？　全体的に俺の圧勝じゃん？　俺はフィラーリ乗ってるし、家は渋谷のタワマンだし？」

「はあああ！？　ばっかじゃないの？」

　そして隼人のこの物言いに頭に来た私は、ついつい言ってしまったのだ。

「柚月君は、あの七草御形の息子なんだからっ！」

「ゆいこさん」

　柚月君の、いつもよりワントーン低い声にハッとする。

　振り返ると、彼は恐ろしいほどの無表情になっていた。

「なんで言っちゃうんですか？」

「ご、ごめんなさい。私、つい……」

「別に、内緒にしてくれとは言っていませんでしたが……でも、こんな所で言わないでほしかった」

「柚月くん……」

　柚月君はやるせなさそうに息を吐くと、「もう、いいです」と言って首を横に振る。

「あーなるほど、そういう事ね」

　嘲りの色を含んだ隼人の声に、私は自分の失言に唇を噛み締めた。

「だから由比子が、その坊やに粉かけたって事か」

「ち、違うわよ、そんなんじゃ……」

「わーってるって。そうじゃなきゃ、由比子がこんな眼鏡君と付き合う訳がないよな」

「違うって言ってるでしょ！」

「いいや、お前はそういう女だよ。俺のお仲間」

　歪んだ笑みとは不釣り合いな白い歯を覗かせながら、隼人が私の手に顎を持ち上げる。

　私の体が固まったその時──、

　ガッ！

「いい加減にしろ」

　柚月君が、隼人の手を掴んだ。

「ゆいこさんはそんな人じゃない。彼女を好きになって、彼女に告白したのは僕の方だ。これ以上彼女を悪く言うなら許しません」

「柚月君……」

　柚月君は怒っていた。

　今にも噛みつきそうな瞳は、静かな怒りの炎で燃えている。

　柚月君が掴んだ隼人の腕が、ギリッ！　と鳴った。　

「ううっ……」

　彼の本気が、隼人に伝わったらしい。　

「フ、フン！　俺のお古で良ければ、お前にくれてやるよ」

　バッ！　と柚月君の腕を振り払うと、隼人は捨て台詞のような物を吐いて去って行った。

　雑踏に消えていく隼人の背中を、私達は茫ぼう然ぜんと見送る。

「ごめんね、柚月君。嫌な思いさせちゃったわね」

「いいえ、僕の方こそ。……あんな男、殴ってやれば良かった」

　柚月君がグッと奥歯を噛み締める音に、私は慌てながら手を振る。

「そ、それはちょっと。一応、あいつ法学部卒だから、やめておいてくれて良かったわ」

　私達のやり取りを、遠巻きに見守っていた野次馬がバラけていく。

　隼人のせいで、その日のデスランは気まずい空気のまま幕を閉じた。

　狙っていたベストカップル賞にいたっては、あの騒動でエントリーに間に合わず、参加する事すらできなかった。







　──そして夜。

「すごい……っ！」

　デスランオフィシャルホテルの最上階にある、まるで宮殿のようなスイートに、私は年甲斐もなくはしゃいでいた。

豪華なリビングルームの窓には、テーマパークのロマンチックな夜景が、そしてどこか幻想的な夜の海が広がっている。

「デスランのスイートなんて、夢みたい！　よく取れたわね！」

「ええ、まあ……」

贅を尽くしたフェザーベッドの皮の部分を撫でながらいうと、柚月君は目を泳がせながら頷く。

「普通の部屋のはずだったんですが……」

「何か言った？」

　柚月君が何かぼやいた声が聞こえて振り返るが、彼は「いいえ」と言って首を横に振るだけだった。

「誰に譲ってもらったの？　大たい河が君？　門かん崎ざき君？」

「ま、まあそんなところです」

「ところでお金はどうなってるの？　私も半額払うわ」

　友達に安く譲って貰ったのだとしても、数万──いや、半額だとしても十万単位のお金がかかったはずだ。

「そんな事より、せっかくですし一緒にお風呂にでも入りませんか？」

「へ？　ちょ、ちょっと待ってよ」

　誤魔化すような笑顔で背中を押され、私は眉を吊り上げた。

　何か、隠し事をされているような気がする。これは何が何でも聞き出さなければならない。

　ガチャリ。

「わあ！」

　しかし、バスルームの扉を開けた瞬間、そんな思考は一気に吹っ飛んだ。

　そのバスルームは、私が借りている恵比寿のマンションよりも広かった。女の子の夢がいっぱいにつまったパウダールームに、ドレッシングルーム。解放感溢れる総大理石のジェットバスは、ちょっとした温泉のような大きさで、湯船には薔ば薇らの花弁が浮かんでいる。

　奥を覗いてみれば、種類が違うゴージャスなバスが４つあった。その隣には、ガラス張りの現代的なデザインのシャワールームが独立している。

「素敵！　とっても嬉しい！」

「ゆいこさんが喜んでくれるなら、嫌な思いをしたかいがありました」

「え？」

　後を振り返ると柚月くんが「なんでも」と言い、苦笑しながら首を横に振る。

「柚月君、どうしよう？　このまま薔薇のお風呂に入る？　それとも奥の露天風呂に入る？　なんだか入浴剤もたくさんあるわ」

「僕は何でもいいですよ、ゆいこさんの好きな物から入りましょう」

「やだ！　柚月君優しい、大好き！」

「え、えへへ。僕もゆいこさんが大好きです」

「あ、それより先にお風呂に入りましょ」

「え？」

　デレデレした顔とともに伸びて来た柚月君の手を振り払い、私はそそくさと服を脱ぎはじめた。

　柚月君は唇を尖らせて不満そうな顔をしていたが、私が下着姿になると頬を赤らめる。眼鏡を外すと、いそいそと服を脱ぎだした。

「ゆいこさん！　僕が体を洗ってあげま──」

「ごめんなさい、最速で洗ったわ」

　一刻も早く薔薇風呂を楽しみたかった私は、体をささっと洗って薔薇風呂に入っていた。

　柚月君はまたしても不満げな顔になったが、自分も早く体を洗った方が得策だと思ったのだろう。シャワールームに向かった。

　ちゃぷん。

　そんなこんなで、体を洗った私達は、二人で色々なお風呂を楽しんでいた。

　最近のデスランはスパやプールゾーンに力を入れているからだろう。ホテルのお風呂も最高だった。

「いい香りね、薔薇のお風呂なんてバリ島以来だわ」

「バリ島。誰と行ったんですか？」

「え？」

　咎とがめるような口調に、湯船の薔薇の花弁を掬って遊んでいた私の動きが止まる。

　気が付けば、柚月君はむすっとした顔をしていた。

「大学の卒業旅行で、友達とだけど」

「バリって、女同士で行く所なんですか？　本当は昔の彼氏となんじゃ……」

「違うわよ！　女友達とだって！」

「怪しいです」

「怪しくないです！　あそこはスパやリラクゼーション目的で、女子旅する場所でしょうが！」

「そうなんですか？　本当に？　神に誓って？」

「さて、向こうは何のお湯なのかしら？」

　面倒くさくなってきた私は、薔薇風呂を出ると隣のバスに向かう。

　ワイン風呂だろうか？　なんだか花とベリー系の果物をミックスしたお酒のような、あまい匂いがした。

　薄ピンク色の湯船に入ると、なんとも不思議な感じがした。

（何これ……？）

妙に粘り気のあるお湯だ。まるでゲームに出てくる、スライムの中に入っているような。

「ラブローション風呂です」

「え？」

　私を追いかけてきたらしい柚月君が、にっこり微笑みながら湯船に入る。

「カップル向けのサービスプランを、無料で付けられると言うのでお願いしました」

「ええっと、つまり──」

「そういう事です」

「ちょっ」

　あっと言う間に、唇を奪われる。

（私、まだ全部のお風呂楽しんでないのに！）

抵抗しようと思ったが、お湯がローションで少し固くなっているかせいか、とても動きにくい。

「っ……ん！」

ぬるぬると肌と肌が触れあう感触と、柚月君の激しい口付けに、すぐに呼吸が上がってしまう。

（なに、これ……）

ローションのぬるぬるのせいだろうか？　今夜はなんだか、いつもよりも感じやすいような気がする。

抵抗しようと体を動かせば、密着した素肌がぬるぬる擦れて、感覚が研ぎ澄まされていく。

「あ、あ……っ」

乳房を手の平で包み込まれれば、自然と腰がビクついた。胸の尖りに触れられれば、いつもより早く──いや、ほんの一瞬で、ツンと勃ち上がってしまうありさまだった。

「すごい。乳首もう勃ってる」

　恥ずかしい事実を指摘され、顔がカアッとなる。

「確か、ラズベリー味のローションだったかな。味見してみますね」

「だ、だめっ……」

　胸の尖りをぺろりと舐められ、私は頭を振った。

「ゆいこさん、暴れちゃ駄目です。今味見しているんですから」

「お風呂、ぜんぶ、入ってから……っ！」

「そんなの後でも良いでしょう？」

　咎めるように、胸の尖りを甘噛みされる。

「っ、あぁ！」

「うーん、ストロベリー？　ラズベリー？　どっちだろう」

「そんなの、どっちでもいいわよっ！」

「──ところで、あの男には、どんな風に抱かれたんですか？」

「ゆ、ゆづき君……？」

　気が付けば、柚月君の笑顔が怖かった。

「ゆいこさんは、あの男みたいなタイプが好みなんですか？」

「そういう訳じゃ……」

　やはり、柚月君は隼人の事を気にしているのだろう。

　彼から逃げるように体を捻ると、──それがいけなかった。
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「あ、いい体勢」

「なっ！」

　そのまま背後から腰を掴まれ、バックの体勢に持ち込まれる。

「ゆいきさん、太腿閉じて？」

　湯船のヘリを掴み、言われるがまま太腿を閉じると、背後から太い物がにゅるっと太腿の間あわいに侵入した。

「きゃあ！？」

「あ、すごい。ゆいこさんの太腿、すっごい気持ちいい……」

「ちょ、ちょっと……！」

「ゆいこさんの、太腿でイっちゃいそうです」

「待っ、……や、やだっ！」

　閉じさせた太腿の間に、己の熱を抜き挿しする柚月君に抗議の声を上げる。

　すると彼は「ゆいこさんは、欲張りですねぇ」と言って、熱を挿し込む場所を変えた。

「ひ、っあ──！？」

　腰を持ち上げられて、後から貫かれると思ったが、──そうではなかった。

　彼の物は、腫れぼったくなっている場所のすぐ下──恥溝に添えられる。柚月君が腰を動かす度、肉のはざまに添えられた熱が、肉口と敏感な芽をぐりゅぐりゅ擦った。

「っ、あ、あ」　

　いつまで経っても、肝心な物がナカに入って来ない。

　入口だけ擦られる物足りない感覚と、鋭敏となった小粒を太くて硬い物でぐにぐにされて、体が熱くなって来る。

　じれったく思いながら下に目線をやると、ピンク色のお湯の中で、大きくなった柚月君の物が自分の足の間を出たり入ったりする様子が目に飛び込んで来た。

　あまりにも卑猥な光景に、息を飲む。

「ゆ、ゆづきく、ん……っ」

「なんですか？」

「いっ、いれ、ないの？」

「僕は入れなくても気持ちいいので」

　首だけで振り向くと、悪魔のような笑顔でにっこり微笑む柚月君と目が合った。

「もしかして、ゆいこさん、挿いれてほしいんですか？」

「そ、そんなわけ！」

　ムッとしながら答えると、膨れあがった淫核をキュッと摘ままれる。

「────っ！？」

「そうなんですか？」

「は、はあ……、あっ、ああ……！」

（ウソ、何これ……）

　──軽く摘ままれただけなのに、達してしまった。

「っ、だ、だめえっ！」

　達したばかりで敏感になっている芽立ちをくにくにやられて、悲鳴のような声があがる。

　触れられている場所も、ナカも、ヒクヒクして湯船の中で膝立ちしていた足が戦慄わなないた。

（何か、変だわ……）　

　私ももう二十四だ。ローションプレイなんて、別に初めてじゃない。

　しかし、ローションでここまで感じまくった事はない。

「ゆづきくん、このお湯、なんか変な入ってない……？」

　恐る恐る聞いてみると、彼は「うーん？」と虚空に視線を投げた後、思い出したように「あ！」と声を上げる。

「そういえば、カップルが楽しめる成分が入っている書いていたような？」

　それだ。どおりで変だと思った。

　何はともあれ、ローションと柚月君の物で擦られた所がさっきからジンジンしている。

　──もう、限界だ。

「ゆづきくん、い、いれて……」

　泣きを入れるが、柚月君は「ゆいこさん、かわいい」と言って笑うだけだった。

　柚月君はそれからしばらく、私の要求なんて聞こえないふりをして、太腿に挿し込んだ熱を抜き挿ししながら、赤く腫れ上がった真珠を指で転がした。

「あっああ！」

　指の腹で優しく擽くすぐられているだけなのに、ローションのせいで痛いくらいの快楽が全身を襲う。

　このまま昇りつめてしまいたいのに、指の動きはひどく緩慢だ。

　体の奥で燃え上がる炎が、理性を溶かしていく。

　達したばかりだというのに、もっと、なんて思ってしまった。

「どうしたんですか、ゆいこさん。腰が動いてますよ？」

「ち、ちが……」

「僕のここに、擦り付けてません？」

「ひぅ！　……う、うぅっ」

　首を捻り、後で楽しそうにしている柚月君を悔しげに睨にらむ。

「さ、さっさと入れなさいよ……！」

「おねだりするなら、もっと他に言い方があるんじゃないですか？」

「ひあっ！？」

　ぐりゅっとカリの部分が弱い部分と擦れて、甲高い声が上がった。

「い、いれなさいよ、馬鹿……！　いれないなら、もうやめ──」

　涙目で叫んだ瞬間、言葉も言い終わらぬ内に熱い物で一気に貫かれた。

「っ！──……あああああああああああああああっ！」

　目の前が真っ白になる。

（また、イった……）

「うっ……すごい、締め付け」

　目の前でパチパチ白い火花が散っていた。

「ごめんなさい、意地悪しすぎました」

　柚月君ははあ、と息を漏らしながら腰を動かしはじめる。

「ぅぅ……、い、イク、またイキそう……！」

　ガクガク震えながら漏らすと、ふっと笑う音が耳元に届く。

「イってください。……そしてもっとかわいい顔を僕に見せて」

「へ？　あ、っああ！」

　柚月君は自身を埋め込んだまま、私の右の太腿を肘にかけて持ち上げる。

「────っ！？」

　ナカで肉が捻ねじられる感覚で、またイってしまった。

「あ、あ、や、ばかぁ……」

「はい、もうちょっと頑張りましょうね」

「やだ！　が、がんばりたく……な、いっ……！」

「まあまあ、そう言わずに」

「ああん！　もう、ばかぁッ！」

　そのまま向かい合うような形で、風呂の縁に座らせられるまでの過程で、何度達しただろう。

　柚月君の凶器の威力は、相変わらずだった。

「ゆいこさんのイキ顔、とってもかわいいです」

　涙目で睨むが、彼の嬉しそうな顔に何も言えなくなってしまう。

「馬鹿ね……」

「馬鹿です」

　そう言って小さく笑った後、柚月君は私の唇を奪った。

　減らず口を叩く唇は、柔らかい。こじ開けるように進入してくる舌に、息も、言葉も飲み込まれる。

「っ、ぅ、んんんっ……！」

　顎を掴んでいた手が首筋を、耳朶を擽りながら後頭部へ移動する。

　うなじの辺りを撫でるいやらしい手付きに、こないだまで童貞だったクセに生意気！　と心の中でギャーギャー叫んでしまった。

（──って、うなじ？）

　髪はローションで濡らしたくなかったのに、頭の上でポニーテールにした髪は大分濡れていた。

　柚月君の顔もローションで濡れている。

　試しに彼の頬を舐めてみると、甘い味がした。

「いちご？」

「でしょうか？」

　味を確認するように、柚月君はローションで濡れた自分の指を舐める。

　紅い舌が、長い指を舐めあげる様子に迂う闊かつにもドキリとしてしまう。

（う……）

　普段の柚月君は童貞力の高い仕草が多い癖に、情事の最中は時折、こんな色のある表情かおを見せるので、いつもそのギャップに戸惑ってしまう。

　眼鏡を取って、ださい服を脱いだ柚月君は心臓に悪い。脱ぐと案外筋肉もついていて、骨格も男らしい。

（なんだか、ドキドキしてきたわ……）

　恥ずかしさを誤魔化すように、私は彼から視線を外して不貞腐れたような顏をしてみせる。

「柚月君のせいで、髪、べとべとだわ」

「僕があとで洗ってあげます」

「柚月君の頭も、もうべとべと」

「じゃあ、僕の頭はゆいこさんが洗ってください。終わったら二人で洗いっこしましょう」

「……別に、いいけど」

「やった！」

　そう言って、嬉しそうに口付けてくる柚月君の背中に腕を回す。　

「お風呂上りは、責任をとって僕がゆいこさんの髪を乾かしますね」

「う、うん」

　なんだかとても恥ずかしかった。

　今までの彼氏たちとはこういう事をした事はないので、柚月君とのこういうやり取りはとても気恥ずかしくて戸惑ってしまう。

「じゃあ、続きをしましょうか？」

「え？」

「心置きなく、汚れましょうね」

「ちょ、ちょっと待って！」

　にっこり微笑んだ後、柚月君は容赦ない抽挿を再開した。

「っあ！　んん……！」

　大きすぎる物に抉えぐられ、最奥をゴツゴツ突かれる感覚に、すぐに思考回路がまともに働かなくなってしまう。

　繋がった部分が──いや、体全身が熱い。最初は「絶対無理！」と思った柚月君の物も、恐ろしさを感じた快楽も、気が付けばただただ気持ちが良いだけの物となっていた。

　まるで嵐のような快楽に、縁から滑り落ちぬよう、彼の背中に回す手に力を込める。

　ぬるぬるのローションの縁はとても良く滑る。何かに掴まらないと溺れてしまいそうだ。しっかり彼に捕まらないといけない。これは仕方なしにだ。

　しかし柚月君はというと、何か勘違いしたようでとても嬉しそうに微笑んだ。

「ゆいこさんは、僕の事が好きですよね？」

「すき、すきよ」

「僕も、好きです」

「す、すきだけど、それ、い、いや！　あ、や、やあっあああんっ、や、やだ、それ、やだ、弱いんだって……！」

「あ、ここか。分かりました、頑張ります！」

「い、いいって！　柚月くんの、馬鹿ぁ！」

　それからドロドロに汚れまくった私達は、ローションを落とすのに大分苦戦した。







　──朝。

　高級ホテルの快適な空調と、快適すぎるベッドに感動しながら私は目を覚ました。

　先に目覚めたらしい柚月君は、部屋の中央にあるテーブルでお茶を飲んでいた。

　見慣れぬバスローブ姿が新鮮でドキリとしてしまったが、よく見てみると、憂い気な目をしている。

（柚月君……）

　やはり、デスランに連れて来たのは間違いだったかもしれない。

　次回は、大阪のウニバーサススタジオジャパンにしよう。あそこの雲う丹に料理は絶品だ。

「おはようございます、ゆいこさん」

　私が目を覚ました事にいち早く気付いたらしい柚月君は、憂い気な表情を一変させる。

　パア！　と顔を輝かせて、ベッドにやってきた。

　まだ半分夢の中にいる私の額に、彼は唇を落とす。瞼まぶたに、頬に、鼻先に、唇にと降りてくる唇のくすぐったさいに笑ってしまう。

「おはよう、柚月く……」

　言いかけた瞬間、唇が重なり言葉を飲み込まれる。

　唇の柔らかさを確かめるような口付けは、次第に激しさを増して行く。

　口腔内に侵入する舌にぎょっとする。

「ッ……！」

　目が完全に覚めた瞬間だった。

「ゆいこさん……」

　昨夜の情事を彷彿させるような深い口付けに、慌てて柚月君の胸を押し返す。

　せっかく遊園地に来たというのに、このままでは、朝からもう一回戦が始まってしまう。

「起きてたの？　起こしてくれてもよかったのに」

　身を起こし咳払いをすると、柚月君は残念そうな顔になった。柚月君には悪いが、私は彼ほど若くない。昨夜も朝方までしたというのに、朝からもう一回して、その後遊園地で遊ぶだなんて絶対無理だ。

「いいえ、ゆいこさんの寝顔を楽しんでました」

「…………。恥ずかしいから、そういうのやめて」

「えへへ。ゆいこさん、今日も大好きです」

　気恥ずかしさからフンと鼻を鳴らしてそっぽ向くと、にやけ面のままの柚月君に「ゆいこさん」催促される。

　期待で爛爛と輝く瞳に、一瞬嫌がらせをしてやろうかと思ったが、私は大人の女だ。まだまだ子供っぽさが抜けない年下の彼氏が望むのなら、まあ、付き合ってやらないでもない。

「……私も好きだけど」

「僕も大好きです！　あ、僕がクローゼットから服を持ってきますね！　僕がゆいこさんに服を着せてあげますね！」

「い、いいわよ。服くらい、自分で着るわ」

「じゃあ、僕がゆいこさんの髪を梳とかします！」

「いいってば！」

「昨日やらせてくれたじゃないですか！　これからは毎日僕がやります！」

「それはさすがにウザい！」

「そんな！　ゆいこさんが冷たい！」

　そんなこんなで、私達は身支度を整え、朝食のビュッフェ会場へと向かった。







　ストレス発散型テーマパークデストロイヤーランドらしく、ホテルの朝食レストランは「美と健康、心と体に癒しを与えるスーパーフード」がキャッチフレーズなのだとか。

　ヨーグルトバーには厳選された世界のハニーコームがあり、とれたての新鮮な蜂蜜が味わえるらしい。卵料理はオーダー方式で、シェフが目の前でオムレツやスクランブルエッグを作ってくれるそうだ。

　ホテルの廊下を歩きながらスマホでビュッフェの内容を確認したが、正直どれから食べようか悩ましい。

「今日だけはダイエット解禁でしちゃおうかしら」

「ゆいこさんは、ダイエットなんてする必要ないですよ」

「こういうのは、油断するとあっという間なのよ」

　そんな事を話しながら、ビュッフェ会場に入る。

　普段ならサラダやフルーツ、ヨーグルト程度で終わらせるのだが、今日は特別だ。ガッツリお肉も行く事にした。

　生ハムはプロシュートにパンチェッタ、モルタデッラから、珍しいラルドやコッパまである。ついつい野菜よりも多く持ってきてしまった。

　しかし柚月君はというと、食欲がなさそうだ。

　彼の持ってきたお皿を見ると、いつもよりも控えめだ。

「柚月君、もしかして食欲ない？」

「いえ……」　

　やはり、まだ両親の事や、隼人の事を引きずっているのだろうか？

　私が何か言いかけたその時──、

　ザワッ！

「七草社長だ……！」

「本当だ、七なな草くさ堂どうの……」

「プライベートでデスランに遊びにきたのかな？」

「馬鹿。そうじゃないよ、七草社長はここの──」

（え……？）

　ビュッフェ会場のざわめきに、私は喉元まで出かかった言葉を飲み込んだ。

　柚月君の頬が強張り、私の後方を凝視している。

「父さん……」

「久しぶりだな、芹せり」

　入社式で聞いた、特徴のあるバリトンボイスに、私はバッと背後を振り返った。

　年の頃なら四十半ば。年齢を感じさせない筋肉質な体躯。ブルーのダメージジーンズが映える長い足、筋骨のたくましさを見せつけるような白いシャツ。腕にはド派手な金の腕時計という、マフィアのドンさながらの男が立っていた。

　私はこの、人相の悪い男を知っている。

　──七草堂の代表取締役、七草御形。

（七草社長……！？）

「よう、元気そうじゃねえか」

「なんでで来たんですか……」

　父親の登場に、柚月君はまるで顔に仮面を張り付けたような無表情になった。

「我が息子が、うちのホテルに遊びにきたんだ。顔を見にきて何が悪い？」

　七草社長はというと、ガハハハハッ！　と豪快に笑いながら、どっしりと私の隣に腰を下ろした。

「しかし、相変わらずシケたツラしてんなぁ。彼女とデートん時くらい、そんな眼鏡外せよ」

「……あんたには関係ないだろ」

「それが部屋をアップグレードしてやった、親父様への台詞かよ？」

「勝手な事を……」

　ブツブツぼやく柚月君の様子に、私は事態を察した。

（うちのホテル？　そうか、確かに七草御形が、デスランのレストラン事業に乗り出したってこないだ経済誌で読んだ覚えがあるわ）

　だから柚月君は、この時期でも簡単にホテルが取れたのだろう。

　そう考えると納得がいった。柚月とは柚月君のお祖母さんの旦那さんの姓だが、七草社長はデスランの株を相当買い占めていたはずだ。姓が違くともホテルも息子の情報を握っており、父親の方へ連絡がいったといったところだろう。

「芹の彼女かな？　初めまして。このわからず屋の頑固者の父親です」

「は、初めまして、大おお島しま由比子です。息子さんとは、とても良いお付き合いをさせていただいております」

　間近に迫る社長の眼光の鋭さにドキリとしながらも、私は頭を下げた。

　正確には初めましてではないのだが、七草社長が私の事を覚えている訳がない。私はぎこちない笑みを浮かべる。

　七草社長は私の食べかけの皿を見て、「おっ！」と両眉を上げる。

「どうだい、彼女。うちのハニーコームの味は？」

「と、とってもおいしいです！」

「だろ？　これは俺がハンガリーで買いつけてきたやつなんだよ！　芹の彼女は味の分かる女だなあ！」

　ガッハッハ！　と豪快に笑う七草社長は、会社のイメージとは違い、案外気さくな方だった。緊張で強張っていた頬が自然と緩む。

　そんな私達の様子を唖然と見つめていた柚月君が、苦々しい口調で言う。

「……彼女の前で父親面するな」

「俺がお前の父親である事は事実じゃねえか」

「……お前なんて、僕の父親じゃない！　行きますよ、ゆいこさん！」

「ゆ、柚月君！？」

　ガタン！　と席を立ちスタスタ歩き出す柚月君に、私も慌てて立ち上がる。

　数歩追いかけた後、私の足は止まった。

「…………」

　柚月君を追いかけようと思ったが、私は彼を追いかけなかった。

　私は彼と──七草御形と話さなければいけない。元社員としてではなく、柚月君の彼女として。

　大慌てで店員が持ってきたコーヒーを一人で飲む七草社長の真向かいの席に座ると、彼は意外そうに片眉を上げる。

「追いかけなくていいのかい？」

「スマホもありますし、いつでも合流できますので。息子さんとは今、一緒に暮らしているので話そうと思えばいつでも話す事ができますが、社長とはそうもいきません」

「芹と同棲しているのか」

　かなり驚いたような顏になる七草社長に、私はこくりと頷く。

「息子さんはお母さんの手術代を──あなたに返すお金を貯めているので、貯金に協力しているんです」

「マジかよ。馬鹿だなあ、あいつ。……本当に貯めてたのか」

　無精ひげを撫でながら眉を寄せる七草社長の反応に、私は確信する。

「なぜ、手術代の請求をしたんですか？　四百万なんて、社長にとってはした金でしょう？　会社を継がせたいくらい息子がかわいいのなら、そのくらいポンとくれてやればいいんです」

　四百万というお金はこの男にとって、一晩で飲み代に消えるような額だが、柚月君一家には大金だ。

　七草社長は、おもちゃを取り上げられた子供のような顔になると、口に咥くわえていた葉巻を灰皿でグリグリ潰しながら言う。

「……あれが俺に懐かないから」

「は？」

「反抗的だし、家に行っても叩き出されるし。ちょっとばかし嫌がらせして何が悪いんだ」

（ええっと……）

「もしかして、理由はそれだけですか？」

「それだけじゃない。サーシャ──あいつの母親が、ヤらせてくれないんだよ。俺はこんなにサーシャを愛しているのに」

　七草社長の言い草に、私はくらりと眩暈のような物を覚えた。

「あー……ええっと、七草社長──いいえ、柚月君のお父さんは、柚月君と柚月君のお母さんの事を愛しているんですか？」

「んなの、当たり前だろうが。俺はずっとサーシャ一筋だ」

　柚月君に聞いていた話とは大分違う展開だが、取り合えず、彼の話を聞いてみる事にしよう。

「では、なぜ他の女性と結婚などなさったのですか？」

「俺ン家ちは元々造船業でな。バブルが弾けた時、親の借金が膨らんで偉い事になったんだよ。その時助けてくれたのが、親父の親友の七なな草くさ薺なずなだった。行き遅れの娘を貰ってくれるなら借金を返してやると言われ、親にも従業員たちにも泣きつかれて断れない状況だった」

「…………」

「丁度その頃、サーシャの腹に芹が出来た所でな。籍は入れられないが、このまま一緒に暮らそうと言ったら、あの女、大学辞めて田舎に帰りやがって」

「……まあ、普通は嫌ですよね」

「なぜだ？　別にいいじゃないか、籍なんて入れなくても愛さえあれば」

「…………」

（駄目だ、これ）

　日本語は通じるのに、話が通じない人だ。

　おそらく悪い人ではないのだろうが、人の意見や気持ちを考える能力が欠如しており、自分の考えを押し付けるタイプ。経営者向きではあるのだろうが、父親には不向きだろう。

　これは真面目一徹の柚月君とは、そりが合わないはずだ。

「サーシャは思い通りにならないし、大きくなってサーシャに何か吹き込まれたらしい芹もどんどん反抗的になってって。ムカつくから嫌がらせしてたら、サーシャの心臓に穴が開いちまってよう」

「…………」

「手術代なんて、俺が払ってやるつもりだった。なのに、あいつも芹も全額耳を揃えて返すと言って聞かない。そこまで俺が嫌いなのかよって悲しくなった」

　そこまで話すと七草社長は大きなため息を吐いて、コーヒーを飲み干した。

　大きな喉仏が上下するのを眺めながら、私も息を吐く。

「それでも、やっぱり柚月君は辛かったんだと思います」

　私は彼がいかに地味に、目立たぬ格好をしてきたのか、その理由を知っている。

　私も地方出身者なので知っているが、田舎で片親家庭というのは、悪目立ちするのだ。田舎に行けば行くほど、その傾向は強くなる。さらにクオーターとなると、嫌でも好機の視線は集まってしまう。

　籍の入れていない父親が、定期的に家にやってくればどうなるか。どういう目で見られるか。しかも相手はあの七草御形だ。想像に難くない。

　私の刺々しい視線に気付いたのか、彼は切なそうに笑った。

「芹にどこまで聞いている？」

「奥様が不妊症だという事をいい事に、仮面夫婦だなんてウソを吐いている、と」

　私の言葉に、七草社長は「はあ」とため息を吐きながら頭を振った。

「正直に言えば、不妊症なのはウソだ。だが、俺と妻との間に、子供ができないのは本当だ。できる訳がないんだ。──結婚しても性的接触を持たない。それがこの政略結婚の条件だったんだから」

「どういう事ですか？」

「妻の粥かゆ子こは性同一性障害でね、心は男なんだ。俺達は幼なじみだが、昔から男同士の友人のような関係だった。仲はいいし、理想の夫婦なんてテレビや雑誌に取り上げられるが、セックスなんて一度もした事がない」

（知らなかった……）

　粥子社長夫人は、ボーイッシュなタイプの女性だ。言われてみれば、妙にしっくりする話でもあった。

「ああ、この話は内密にしてくれよ」と言いながら、七草社長は続ける。

「本当に、ただの政略結婚だったんだ。粥子は女しか愛せない。外聞の悪い娘の嫁ぎ先に、幼なじみの俺に白羽の矢が当たったんだ。借金を肩代わりする代わりに、夫婦になって一緒に暮らす。それが結婚の条件だった。妻は外に女がいて、俺も外に愛するサーシャと息子がいる。お互いそっちは自由にしていいし、毎月役員報酬は入るし、条件は悪くなかった」

「…………」

「しかしだ。粥子の秘密は伏せるように言われている。サーシャには事情を言えない。しかし妻とは性的接触を持っていないと言っても、サーシャは信じてくれずに、門前払いだ」

　確かに同じ状況だったら、私も信じる事は難しいかもしれない。

「待ってください。なぜ、私にそんな話を……？」

　初対面の私に、なぜそんな大事な話を──柚月君達にも言っていない話をするのだろうか？

　あの七草粥子が性同一性障害だなんて、そんな情報週刊誌に売ったらぼろ儲けだ。

　戸惑う私に、社長は少し寂しそうな笑顔で笑った。

「あんたが若い頃のサーシャに少し似てたからかな」

「…………」

　何も言えなくなってしまう私に、彼は続ける。

「七草堂を継ぐはずだった菘すずな──粥子の兄は、昔から体の弱い奴でな。結局あそこも子供がに恵まれなかった。まあ、それで芹に会社を継がせようって事になったんだが、あいつときたら……」

「でも、それならちゃんと話し合った方がいいのでは？」

「だってあいつら、俺の話聞いてくんねぇんだもん。彼女も見ただろ？　取り付く島ないんだよ」

（うーん……なるほど）

「でも、このままじゃ駄目だと思います。柚月君も、柚月君のお母様も、これじゃあ可哀想ですよ」

「説得できると思うか？　あの通り、俺は嫌われている」

　やはり親子なのだろう。しょんぼり眉を下げた表情が柚月君に少し似ていて、母性本能のような物が擽られてしまった。

「……仕方ないですね、私が柚月君に話してきます」

　ため息を吐きながら席を立つ。

「ただ、私もお人良しじゃないので条件があります」

「なんだ？」

「実は以前、私は御社の化粧品部門で働いておりまして」

「なんだ、うちの社員だったのか」

「一身上の理由で退職しましたが、また七草堂に戻れたらと思っています」

「そんな事でいいのか？」

　社長は驚いたように目を瞬かせる。

「ええ。派遣社員の給料で、今のマンションの家賃を払うのはやっぱりつらいんですよ。大学の奨学金もあるし」

「なるほどな。いいぞ、サーシャと仲直りできるんなら、特別ボーナスもつけてやる」

（よっし！）

　私は内心ガッツポーズを取る。

「約束ですよ」

「おうよ」

　ちゃっかり自分の約束も取りつけた後、私はビュッフェ会場を出た。

（このままでいい訳ないわ）

　バッグから取り出したスマートフォンの画面をタッチし、通話ボタンを押す。

『……はい』

　柚月君は、こんな時でも柚月君だった。こんな状況でも三コール以内で、電話に出る彼に少し笑ってしまった。

　しかし、流石の柚月君も気まずそうだ。

「柚月君、今どこにいるの？」

『部屋に帰ってきています。ゆいこさんは？』

「折角デスランに来てるんだからさ、遊びにいこうよ。ベストカップル賞、私やっぱり狙いたい」

『え？』

「ゾンビを撃ち殺せば、きっと柚月君もすっきりするわ。四百万、お父さんに耳を揃えて返してやりましょう！」

　──まずは、デスランで話をする機会を伺おう。
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